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ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
我
が
国
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
内
容
を
含
み
我
が
国
の
安
全
保
障

に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
。 

「『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
』
に
見
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
現
状
」 

・
１
月
１
３
日
の
あ
る
新
聞
報
道
に
は
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
略
転
換
」
＝
「
国
土
を
要
塞
化
・

兵
器
国
産
に
全
力
」
の
見
出
し
で
報
道
し
て

い
る
。
そ
の
背
景
と
な
る
点
は
次
の
３
点
で

あ
る
。 

ア 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
反
攻
作
戦
が
停
滞 

イ 

米
欧
か
ら
の
軍
事
・
経
済
支
援
の
先
行

き
が
不
透
明 

ウ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
短
期
的
に
勝
利
を
収
め

る
こ
と
を
断
念 

 

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
昨
年
１
１
月
末

以
降
各
地
に
強
固
な
防
衛
線
を
構
築
し
、
国

土
を
「
要
塞
化
」
す
る
と
表
明
し
て
い
る
。

一
方
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
（
議
会
）
は
１

月
１
１
日
戦
時
動
員
法
案
（
ロ
シ
ア
軍
と
の

戦
闘
で
疲
弊
し
た
戦
力
の
回
復
を
目
的
と

し
、
動
員
の
対
象
者
を
拡
大
す
る
。
こ
の
た

め
軍
に
召
集
す
る
年
齢
を
２
７
歳
か
ら
２
５

歳
に
引
き
下
げ
る
事
等
）
を
政
府
に
差
し
戻

し
し
た
た
め
追
加
動
員
の
開
始
は
遅
れ
が
出

る
可
能
性
が
あ
る
。 

・
１
月
１
６
日
ス
イ
ス
東
部
ダ
ボ
ス
で
開
催

の
「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
総
会
」（
通

称
ダ
ボ
ス
会
議
）
に
お
い
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
演
説
し
「
ロ
シ
ア

の
す
べ
て
の
ミ
サ
イ
ル
に
は
西
側
諸
国
か
ら

の
重
要
部
品
が
使
わ
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
対

露
制
裁
の
徹
底
を
求
め
た
。
ま
た
「
侵
略
者

へ
の
圧
力
を
減
ら
せ
ば
、
戦
争
を
長
引
か
せ

る
」
と
指
摘
し
、
西
側
諸
国
が
結
束
し
て
取

り
組
む
よ
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
継
続
や

対
露
制
裁
の
強
化
を
求
め
て
い
る
と
い
う
報

道
が
あ
る
。 

「
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
の
教
訓
か
ら
尖
閣

諸
島
の
護
り
」 
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我
が
国
に
と
っ
て
大
き
な
示
唆
を
与
え
る

「
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
」
に
つ
い
て
１
月

１
３
日
の
産
経
新
聞
ロ
ン
ド
ン
支
局
長
黒
瀬

悦
成
氏
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

主
要
点
を
要
約
す
れ
ば
次
の
様
な
歴
史
的
な

経
緯
と
そ
こ
か
ら
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
我
が

国
の
採
る
べ
き
道
標
が
見
え
る
。 

・
歴
史
的
に
は
１
８
３
３
年
英
国
が
フ
ォ
ー

ク
ラ
ン
ド
諸
島
を
占
領
し
支
配
下
に
置
き
こ

れ
と
言
う
問
題
も
な
く
１
５
０
年
余
り
経
過

し
て
い
た
が
、
１
９
８
２
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

軍
部
隊
が
同
諸
島
に
侵
攻
し
た
の
が
フ
ォ
ー

ク
ラ
ン
ド
紛
争
の
発
端
で
あ
る
。
そ
の
一
因

と
し
て
次
の
事
を
指
摘
し
て
い
る
。 

・
英
本
土
か
ら
約1

万
３
千
キ
ロ
も
離
れ
た

同
諸
島
へ
の
関
心
が
低
下
し
て
お
り
島
の
防

衛
に
積
極
的
な
関
心
が
無
い
と
の
印
象
を
与

え
た
こ
と
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
侵
攻
の
一
因

で
あ
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ガ
ル
チ
ェ
リ
軍

事
政
権
の
領
土
的
野
心
を
甘
く
見
て
い
た
た

め
対
応
が
後
手
に
回
り
島
へ
の
上
陸
と
占
領

を
許
す
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
確

固
た
る
対
応
が
次
の
通
り
で
あ
る
。 

・（
時
の
鉄
の
宰
相
と
言
わ
れ
た
）
英
首
相
サ

ッ
チ
ャ
ー
氏
は
多
く
の
慎
重
論
、
平
和
外
交

論
の
声
を
一
蹴
し
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
の

奪
回
に
向
け
空
母
機
動
部
隊
や
大
型
爆
撃

機
、
特
殊
部
隊
な
ど
を
動
員
し
紛
争
勃
発
か

ら
７
４
日
目
の
６
月
１
４
日
に
諸
島
の
奪
還

に
成
功
し
た
。 

 

こ
の
「
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
」
の
教
訓

を
尖
閣
諸
島
や
台
湾
の
問
題
に
当
て
は
め
る

と
す
れ
ば
と
し
て
（
次
の
様
に
明
快
な
見
解

を
）
述
べ
て
い
る
。
即
ち
尖
閣
諸
島
や
台
湾

を
防
衛
す
る
明
確
な
意
思
と
実
質
的
能
力
を

中
国
に
示
し
、
不
測
の
事
態
に
迅
速
に
対
処

で
き
る
よ
う
備
え
る
こ
と
に
加
え
（
我
が
国

と
し
て
は
）
最
大
の
同
盟
国
で
あ
る
米
国
と

の
緊
密
な
連
携
を
維
持
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
記
） 

「『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
』
と
『
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン 

ド
紛
争
』
か
ら
我
が
国
は
何
を
学
び
何
を
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。」 

・
そ
の
１ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
行
っ
た
ロ

シ
ア
の
よ
う
な
国
か
ら
我
が
国
が
侵
略
行
為

を
受
け
た
と
仮
定
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
よ
う

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
い

わ
ゆ
る
同
志
国
に
軍
事
的
支
援
、
協
力
を
求

め
た
場
合
果
た
し
て
支
援
、
協
力
が
得
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
と
言
う
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
理

由
は
、
我
が
自
衛
隊
は
憲
法
に
一
言
も
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
、
い
わ
ば
一
行
政
機
関
の
自

衛
隊
で
あ
り
、
実
力
は
極
め
て
高
い
集
団
で

は
あ
る
が
「
軍
隊
」
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う

な
我
が
国
に
対
し
軍
事
的
協
力
支
援
が
本
当

に
得
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
支
援
要
請
先
の

各
国
の
議
会
な
り
、
国
民
の
解
釈
は
ま
ち
ま

ち
で
あ
り
我
が
国
の
思
惑
と
は
全
く
異
な
る

結
果
を
生
じ
る
こ
と
も
肝
に
銘
じ
る
べ
き
で

あ
る
。
即
ち
万
国
共
通
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
（
誤
解
さ
れ
な
い
様
）
我
が
国
憲
法
に

「
軍
隊
」
の
条
文
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

・
そ
の
２ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
等

の
集
団
安
全
保
障
機
構
の
一
員
で
な
い
。
こ

の
た
め
孤
軍
奮
闘
の
事
態
と
も
な
っ
て
お

り
、
そ
も
そ
も
ロ
シ
ア
の
侵
攻
を
招
い
た
原

因
と
も
言
え
る
。
こ
の
た
め
今
は
各
国
に
武

器
、
弾
薬
、
ミ
サ
イ
ル
、
戦
闘
機
、
戦
車
等

あ
ら
ゆ
る
支
援
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況

は
明
白
で
あ
る
。 

こ
の
現
状
か
ら
我
が
国
は
、
同
盟
国
米
国

と
は
当
然
と
し
て
、
更
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
北
大
西
洋
条
約

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
に
加
盟
す
べ
く
動
く
必
要
が

あ
る
。 

・
そ
の
３ 

動
員
令
の
研
究
で
あ
る
。“
き
れ

い
ご
と
”
ば
か
り
で
は
我
が
国
の
独
立
は
確

保
で
き
な
い
事
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
我
が

国
の
少
子
化
は
進
み
、
人
口
８
千
万
人
の
確

保
の
話
ま
で
に
後
退
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
万
が
一
有
事
と
な
っ
た
場
合
、
如
何

に
防
衛
力
を
維
持
増
進
さ
せ
る
か
喫
緊
の
課 

 

 

１
月
１
日
、
大
変
な
新
年
の
幕
開
け
と
な

っ
た
。
最
大
震
度
７
と
い
う
大
地
震
の
発
生

で
あ
る
。 

１
月
１
５
日
時
点
で
の
死
者
は
２
２
２
名

と
な
り
ま
だ
連
絡
が
取
れ
な
い
安
否
不
明
者

は
２
２
名
、
地
震
そ
し
て
津
波
に
よ
る
被
害

状
況
の
詳
細
は
ま
だ
確
定
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。 

防
衛
省
に
よ
る
と
、
１
日
地
震
発
生
約
３

０
分
後
に
石
川
県
の
馳
浩
知
事
か
ら
災
害
加

権
要
請
が
な
さ
れ
翌
２
日
に
統
合
任
務
部
隊

を
編
成
、
当
初
陸
自
隊
員
約
千
人
に
よ
る
救

助
活
動
が
開
始
さ
れ
、
１
月
１
６
日
現
在
災

害
派
遣
と
し
て
陸
自
隊
員
７
，
０
０
０
人
の

規
模
ま
で
増
強
さ
れ
道
路
復
旧
の
た
め
の
土

砂
や
が
れ
き
の
除
去
を
は
じ
め
給
水
、
各
種

の
大
量
の
物
資
輸
送
等
に
活
動
し
て
い
る
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
共

に
、
各
所
の
避
難
所
の
多
く
の
避
難
生
活
者

の
早
急
な
対
応
、
倒
壊
し
た
建
物
、
陥
没
し

た
多
く
の
道
路
、
鉄
道
等
の
復
旧
が
急
が
れ

る
。 令

和
６
年
は
こ
の
よ
う
な
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
が
、
支
部
会
員
各
位
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
祈
念
致
し
ま
す
と
共
に
、
本
年
も

隊
友
会
湘
南
支
部
に
対
し
倍
旧
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
」
と
「
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン

ド
紛
争
」
か
ら
学
ぶ
我
が
国
の
安
全
保
障 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

 

さ
て
本
題
に
入
る
こ
と
と
し
た
い
。
昨
年

来
パ
レ
ス
チ
ナ
ガ
ザ
地
区
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル

と
ハ
マ
ス
と
の
闘
い
の
報
道
が
連
日
連
夜
Ｔ

Ｖ
で
な
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
連
日
連
夜
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
様
々
な
事
態
に
関
す

る
報
道
が
ピ
タ
リ
と
無
く
な
っ
た
。
ど
ち
ら

が
重
大
な
の
か
、
或
い
は
世
界
の
関
心
は
や

は
り
中
東
な
の
か
、
筆
者
に
は
そ
の
軽
重
の

比
重
が
ど
こ
に
在
る
の
か
理
解
で
き
な
い

が
、
筆
者
に
と
っ
て
は
以
下
述
べ
る
よ
う
に 
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連
帯
の
精
神
と
人
間
の
強
さ
を
示
し
て
お
り
、
国

や
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、
即
座
に
行
動
す
る

準
備
を
し
て
い
る
姿
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

ま
た
、
支
援
に
応
じ
る
企
業
や
関
係
者
の
協
力
も

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

実
際
の
活
動
は
、
９
日
（
火
）
か
ら
即
応
予
備

自
衛
官
が
生
活
支
援
等
の
活
動
に
加
わ
り
、
１
３

日
（
土
）
以
降
、
医
師
又
は
看
護
師
の
資
格
を
有

す
る
予
備
自
衛
官
が
孤
立
地
域
の
巡
回
診
療
に
参

加
し
て
い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

支
部
会
員
に
よ
る
２
０
２
４ 

第
４
５
回
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
協
賛 

湘
南
支
部
長
（
一
月
十
三
日
現
在
） 

多
く
の
会
員
各
位
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
敬
称
略
） 

吉
田
清
人 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
一
月
十
八
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

正
会
員 

太
田
純
一 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

題
で
あ
ろ
う
。
時
々
各
種
の
安
全
保
障
関
係
で
出
て

く
る
「
世
界
価
値
観
調
査
」
に
よ
る
「
も
し
戦
争
が

起
こ
っ
た
ら
国
の
為
に
戦
う
か
」
に
つ
い
て
我
が
国

は
僅
か
に
１
３
．
２
％
が
戦
う
と
い
う
調
査
結
果
で

あ
る
。
他
国
に
比
し
て
余
り
に
も
低
い
現
状
を
ど
の

よ
う
に
判
断
す
べ
き
か
。 

・
そ
の
４ 

有
事
の
場
合
の
国
民
総
員
の
シ
ェ
ル
タ

ー
の
確
保
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
民
は
い
か
に

シ
ェ
ル
タ
ー
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
か
を
Ｔ

Ｖ
映
像
か
ら
想
像
さ
れ
る
が
、
我
が
国
の
実
態
は
現

実
離
れ
し
て
い
る
と
言
う
事
で
あ
ろ
う
。 

・
そ
の
５ 

我
が
国
の
言
わ
ば
国
営
の
学
術
会
議
を

解
散
さ
せ
民
営
化
し
、
攻
撃
武
器
、
航
空
機
、
武
器

弾
薬
等
の
研
究
を
深
め
、
国
内
生
産
体
制
を
強
化
す

べ
き
で
あ
る
。 

・
そ
の
６ 

食
料
安
保
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
保
の
増
進

は
現
在
の
日
常
生
活
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
更

に
中
国
べ
っ
た
り
の
貿
易
、
産
業
等
の
見
直
し
が
急

務
で
あ
る
。 

・
そ
の
７ 

「
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
」
の
教
訓
を

尖
閣
諸
島
に
当
て
は
め
る
と
す
れ
ば
、
尖
閣
諸
島
防

衛
す
る
明
確
な
意
思
と
実
質
的
能
力
を
中
国
に
示

し
、
不
測
の
事
態
に
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ
う
備
え

る
こ
と
に
加
え
最
大
の
同
盟
国
で
あ
る
米
国
と
の
緊

密
な
連
携
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

最
後
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
先
見
の
明
と
判
断

力
、
確
た
る
信
念
を
持
つ
サ
ッ
チ
ャ
ー
氏
の
よ
う
な

総
理
大
臣
が
必
要
で
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

能
登
半
島
地
震
義
援
金 

副
支
部
長 

平
川
幹
雄 

当
支
部
で
は
独
立
支
部
を
目
指
し
資
金
を
蓄
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
財
政
的
に
は
現
状
の
直
轄
支
部

が
望
ま
し
い
と
の
判
断
か
ら
断
念
し
、
剰
余
金
を
基

金
と
し
て
こ
れ
ま
で
５
０
周
年
祝
賀
会
、
大
規
模
災

害
の
義
援
金
等
と
し
て
活
用
し
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
の
１
月
の
理
事
役
会
に
お
い
て
１
月
１
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
と
し
て
５
万
円

の
義
援
金
を
支
出
す
る
こ
と
を
議
決
さ
れ
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
送
金
し
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

編
集
後
記 

元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄
稿

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・02/17（土） 

 第 11 回支部理事役会 

・02/18（日）  

 第 2 回名所旧跡探勝 

・02/21（水） 

 ２月隊友紙発送 

・03/03（日） 

 自衛隊音楽まつり 

・03/09（土） 

 第 12 回支部理事役会 

・03/10（日） 

 掃海艇「えのしま」 

見送り行事 

 

・03/25（月） 

 ３月隊友紙発送 

湘
南
支
部 

名
所
旧
跡
探
勝 

ハ
イ
キ
ン
グ
の
ご
案
内 

支
部
理
事
役 

西
村 

剛 

令
和
５
年
第
２
回
名
所
旧
跡
探
勝 

日
時 

・
２
月
１
８
日
㈰ 

１
０
時
～
１
５
時
１
５
分 

場
所 

・
曽
我
の
梅
林 

今
年
も
、「
小
田
原 

梅
ま
つ
り
」（
第
５
４ 

回
）
が
、
２
月
３
日
㈯ 

か
ら
２
９
日
㈭
の
間
で 

開
催
さ
れ
ま
す
。
約
３ 

５
，
０
０
０
本
の
、
十 

郎
梅
・
白
加
賀
・
南
高 

・
枝
垂
れ
梅
が
咲
き
誇 

る
曽
我
の
里
に
て
、
仄 

か
な
梅
花
の
香
り
に
浸 

り
つ
つ
の
散
策
を
行
い 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

行
動
計
画 

・
１
０
：
０
０
東
海
道
本
線
「
国
府
津
駅
」 

３
番
線
ホ
ー
ム
（
御
殿
場
線
側
）
集
合 

・
１
０
：
１
６
「
国
府
津
駅
」
（
発
）
→ 

１
０
：
２
１
「
下
曽
我
駅
」（
着
） 

・
１
０
：
３
０
散
策
開
始 

→ 
梅
の
里
セ
ン
タ
ー 

→ 

原
梅
林 

→ 

曽
我
（
別
所
）
梅
林 
→ 

城
前
寺 

→ 

宗
我
神
社 

→ 

１
４
：
５
０ 

散
策
終
了
「
下
曽
我

駅
」
に
帰
着 

・
１
５
：
０
５
「
下
曽
我
駅
」
（
発
）
→ 

１
５
：
１
１
「
国
府
津
駅
」（
着
） 

・
１
５
：
１
５
解
散 

※
昼
食
・
休
憩
は
人
の
混
み
具
合
な
ど
を
考
慮
し
適

宜 

※
雨
天
（
小
雨
程
度
）
決
行 

参
加
の
申
し
込
み
及
び
期
限 

・
名
所
旧
跡
探
勝
担
当 

西
村
剛 

宛 

 

参
加
希
望
者
氏
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

・
申
し
込
み
期
限 

２
月
１
５
日
㈭
１
８
時 

メ
ー
ル
：n

ish
im

u
ra.1

6
4

1
4

1
@

d
o

co
m

o
.n

e.jp
 

 
 

 

又
は4

w
u

8
6

c@
b

m
a.b

ig
lo

b
e.n

e.jp
 

携
帯
：09

0
-2

4
5

9
-2

1
4

4
 

F
A

X

：0
4

6
6

-4
3

-8
2

4
0

 

・
そ
の
他
、
参
加
希
望
者
に
は
別
途
、
細
部
実
施

計
画
を
送
付
し
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

中
東
情
勢 

支
部
理
事
役 

深
澤
文
晴 

日
本
の
報
道
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
ハ
マ
ス
戦
争

の
発
端
に
よ
り
、
イ
エ
メ
ン
の
フ
ー
シ
派
が
紅
海

で
イ
ス
ラ
エ
ル
に
向
か
う
船
舶
に
攻
撃
を
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、
１
１
日
に
米
英
合
同
軍
が
イ

エ
メ
ン
国
内
フ
ー
シ
派
の
拠
点
約
３
０
カ
所
を
１

５
０
発
を
超
え
る
砲
弾
で
空
爆
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
報
道
だ
け
を
見
る
と
米
英
合
同
軍
の
空

爆
は
正
当
化
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。 

し
か
し
、
現
地
の
報
道
で
は
、
米
英
合
同
軍
が

首
都
サ
ヌ
ア
や
港
の
あ
る
ホ
デ
イ
ダ
な
ど
複
数
の

人
口
密
集
地
の
街
を
無
差
別
的
に
攻
撃
し
た
と
の

内
容
で
あ
る
。 

１
２
日
に
開
か
れ
た
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で

の
緊
急
の
公
開
会
合
の
中
で
、
米
英
は
「
自
衛
権

の
行
使
」
と
正
当
化
し
た
一
方
、
ロ
シ
ア
は
「
国

家
に
よ
る
武
力
行
使
を
原
則
禁
止
し
た
国
連
憲
章

第
２
条
に
違
反
し
て
い
る
」
と
批
判
し
て
お
り
中

東
情
勢
が
泥
沼
化
し
て
い
る
。 

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
考
え
る
と
、

今
後
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
な
っ
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
中
東

湾
岸
諸
国
に
原
油
輸
入
を
約
９
７
％
依
存
し
て
い

る
日
本
は
、
こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
ハ
マ
ス
戦
争
に
対

し
て
中
立
的
な
立
ち
位
置
を
取
る
形
が
望
ま
し
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
特
集 

予
備
自
衛
官
に
つ
い
て 

第
７
回
「
石
川
県
能
登
地
方
災
害
派
遣
」 

支
部
理
事
役 

深
澤
文
晴 

 

報
道
に
よ
る
と
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で

の
支
援
活
動
の
た
め
招
集
命
令
を
出
し
た
予
備
自

衛
官
と
即
応
予
備
自
衛
官
に
つ
い
て
、
約
１
０
０

人
の
枠
に
対
し
、
４
０
０
人
以
上
か
ら
応
じ
る
連

絡
が
あ
っ
た
と
の
事
で
す
。
定
員
を
大
幅
超
え
る

応
募
で
あ
り
、
そ
の
予
備
自
衛
官
等
の
行
動
は
、 

 

 

曽我の梅林から見える富士山 
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